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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口腔内へ挿入するためのフレームを含む頬用リトラクション装置であって、該装置は、
前記口腔への挿入を容易にするための折り畳まれた形状にあり、そして、柔らかい口腔組
織から１つ以上の歯を隔離し、拡大された作業領域を作出するために、柔らかい口腔組織
に当接し、柔らかい口腔組織を退避させるよう、前記口腔内に配置されるとき拡張された
形状にあるように、選択的に折り畳み可能かつ拡張可能であり、前記フレームは、
　前記フレームが、口腔内で前記拡張された形状にあるとき、頬および上唇に当接し、前
記頬および上唇を、上側歯列弓の歯から退避させるように構成された、上部フレーム要素
と、
　前記フレームが、口腔内で前記拡張された形状であるとき、前記頬および下唇に当接し
、前記頬および下唇を、下側歯列弓の歯から退避させるように構成された、下部フレーム
要素を含み、
　前記上部および下部フレーム要素は、それぞれ、左および右フレーム部を含み、前記上
部および下部の左フレーム部は、前記フレームの一方の側で前記装置の後方部において互
いに結合され、前記上部および下部の右フレーム部は、前記フレームの他方の側で前記装
置の前記後方部において互いに結合され、前記上、下部のフレーム要素は、前記上部およ
び下部のフレーム要素が、少なくとも部分的に、互いに向かって折り畳まれることが可能
であるように、可撓性であり、
　前記装置の前記後方部における前記左右のフレーム部の間に画定される、前記上部およ
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び下部フレーム要素の後方幅は、前記上部および下部のフレーム要素の前方幅よりも大き
く、
　前記上部および下部のフレーム要素は、前記フレームの前記左および右フレーム部が、
少なくとも部分的に互いに向けて折畳みできることを許容するように構成され、前記頬用
リトラクション装置は、前記上部および下部フレームが、選択的に上下方向に折畳み可能
かつ拡張可能であるばかりでなく、左右方向に選択的に折畳み可能かつ拡張可能であるこ
とを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項２】
　請求項１の頬用リトラクション装置であって、前記フレームは、さらに、前記フレーム
の両方の後方側の間に延びる後方フレーム要素を含むことを特徴とする頬用リトラクショ
ン装置。
【請求項３】
　請求項２の頬用リトラクション装置であって、前記後方フレーム要素は、前記フレーム
の両方の後方側が、少なくとも部分的に互いに向けて折畳みできることを許容するために
可撓性であることを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項４】
　請求項２または３の頬用リトラクション装置であって、前記後方フレーム要素は、前記
装置が患者の口腔内に設置されるとき、患者の臼歯の後方に位置づけられるように構成さ
れていることを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項５】
　請求項２～４のいずれかの頬用リトラクション装置であって、前記後方フレーム要素は
、中央に配置されたＵ字状部を含むことを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項６】
　請求項２～５のいずれかの頬用リトラクション装置であって、さらに、前記後方フレー
ム要素に選択的に結合可能な、選択的に取り外し得る舌ガードを含み、前記舌ガードの取
り付けおよび取り外しを可能とすることを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項７】
　請求項６の頬用リトラクション装置であって、前記舌ガードが、前端で閉鎖され、後端
で開かれたシースを含み、患者の舌は、前記舌ガードに導入され得、前記舌ガードは、使
用中、前記患者の舌の少なくとも一部を収容することを特徴とする頬用リトラクション装
置。
【請求項８】
　請求項６または７の頬用リトラクション装置であって、前記舌ガードが、エラストマー
を含むことを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかの頬用リトラクション装置であって、さらに、
　口腔から離れ、上唇を越えて延びるように構成された、前記上部フレーム要素の前方部
に配置された上唇保護部材と、
　口腔から離れ、下唇を越えて延びるように構成された、前記下部フレーム要素の前方部
に配置された下唇保護部材を含み、
　前記唇保護部材は、前記装置が、患者の口腔内に設置されるとき、患者の口から外に延
びることを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項１０】
　請求項９の頬用リトラクション装置であって、前記唇保護部材の一方は、クロスメンバ
ーを含み、前記唇保護部材の他方は、外れ止めを含み、前記クロスメンバーと前記外れ止
めは、前記上部フレーム要素が、前記下部フレーム要素に向かって折り畳まれるとき、前
記上部および下部フレーム要素を一緒に外れ止めするために、互いに、選択的に係合可能
であることを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれかの頬用リトラクション装置であって、さらに、前記上部およ
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び下部フレーム要素のそれぞれに、一対の前方バンパーを含み、前記バンパーは、前記フ
レームの隣接部分に比べて大きくされており、前記バンパーが、柔らかい口腔組織に当接
して、快適性を高めることを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項１２】
　請求項１１の頬用リトラクション装置であって、前記前方バンパーは、前記フレームに
比べて異なる材料を含み、前記バンパーは、より柔らかい、可撓性の、および／または、
エラストマーの材料を含むことを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれかの頬用リトラクション装置であって、前記頬用リトラクショ
ン装置は、患者の前記口腔内に設置される間、顎の完全な閉鎖を可能にすることを特徴と
する頬用リトラクション装置。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれかの頬用リトラクション装置であって、前記頬用リトラクショ
ン装置は、前記口腔内に設置される間、患者の第一および第二臼歯へのアクセスを阻害し
ないことを特徴とする頬用リトラクション装置。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれかの頬用リトラクション装置であって、前記上部フレーム要素
と前記下部フレーム要素の間の交差部は、Ｖ字型またはＵ字型部を含むことを特徴とする
頬用リトラクション装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１３年３月１５日に出願された、「頬用リトラクター装置および方法」
と題する、米国特許出願第６１／７８９９２９号の利益を主張し、その開示は、全体的に
、参照として組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、歯科、特に、患者の歯を隔離し、開業医のための作業領域を拡大させること
に使用する頬用リトラクター装置の分野にある。
【背景技術】
【０００３】
　ある処置、特に、ある歯科処置において、口腔の周りの柔らかい口腔組織を退避させる
ことが有用であり得、歯と歯列弓の周りの拡大された作業領域を作出するために、これら
の柔らかい口腔組織（例えば、頬と唇）を隔離する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ある問題を共有するが、種々のリトラクション装置が存在する。それらは、多くの場合
、挿入および除去するのが困難で、多くの場合、挿入するために膨大な時間を必要とし、
および、挿入および除去中に、患者に不快感を引き起こす。それらは、一般的に、歯科医
師、歯科助手、または、他の開業医が、装置を挿入し、除去するために、両手を使用する
ことを要求する。それらは、一般的に、患者にとって不快であり、患者の咽頭反射（すな
わち、絞扼反射）を活発化し得る。しかるが故に、改善された特性を示す頬用リトラクシ
ョン装置を提供することは有益であろう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、口腔へのアクセスを必要とする、歯科処置または他の処置で使用するための
頬用リトラクション装置に向けられる。折畳み性、折畳まれた形状に外れ止めする性能、
および、患者の口の中への容易な挿入を提供し得る、（例えば、片方の手での挿入さえも
可能にする）、様々な特徴が、開示される。装置は、患者の口の中に装置を「進める」の
に役立つ、構造的および／または湾曲特性を含み得、容易な挿入、および、設置されると
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口内でのメンテナンスを容易にする。
【０００６】
　一態様において、頬用リトラクション装置は、口腔内に挿入するための選択的に折畳み
可能で拡張可能なフレームを含む。折畳み形状は、口腔内への挿入を容易にし、一方、拡
張形状は、口腔内に配置される間、柔らかい口腔組織から１つ以上の歯を隔離し、拡大さ
れた作業領域を作出するために、柔らかい口腔組織に当接し、退避させることを可能にす
る。フレームは、フレームが拡張形状にあるとき、柔らかい口腔組織と当接し、上側歯列
弓の一つ以上の歯から柔らかい口腔組織を退避させるように構成された、上部フレーム要
素を含み得る。同様に、下部フレーム要素は、フレームが拡張されるとき、柔らかい口腔
組織と当接し、下側歯列弓の一つ以上の歯から柔らかい口腔組織を退避させるように構成
され得る。上部および下部フレーム要素は、それぞれ、左右のフレーム部を含み得、上下
の左フレーム部は、互いに結合されて、フレームの一方の側にＶ字形のヒンジを形成し、
一方、上下の右フレーム部は、互いに結合されて、フレームの他方の側にＶ字形のヒンジ
を形成する。両側のＶ字形のヒンジは、（装置の後方に配置されて）、上部および下部フ
レーム要素が、少なくとも部分的に互いに向かって折り畳まれることを可能にする。Ｖ字
形のヒンジに隣接して、左右のフレーム部の間に画定される、上、下部のフレーム要素の
後方幅は、上、下部のフレーム要素の前方幅より大きくあり得る。
【０００７】
　そのような形状は、装置に、その前方幅よりも大きな後方幅を提供し、装置を押し出す
よりはむしろ、口腔内に装置を進めることを促進する。例えば、他の頬用リトラクターは
、装置の前方寸法が後方寸法よりも大きい、正反対に構成されたくさび関係を示す。その
ような形状は、所望の位置に維持されるよりはむしろ、口腔から容易に押し出される傾向
を示す。
【０００８】
　別の態様において、本発明は、口腔内に挿入するための選択的に折畳み可能かつ拡張可
能なフレームを含む、頬用リトラクター装置に向けられる。折り畳まれた形状は、口腔内
への挿入を容易にし、一方、拡張された形状は、口腔内に配置される間、柔らかい口腔組
織から１つ以上の歯を隔離し、拡大した作業領域を作出するために、柔らかい口腔組織に
当接し、柔らかい口腔組織を退避させることを可能にする。フレームは、フレームが拡張
形状にあるとき、柔らかい口腔組織と当接し、上側歯列弓の一つ以上の歯から柔らかい口
腔組織を退避させるように構成された、上部フレーム要素を含む。同様に、下部フレーム
要素は、フレームが拡張されるとき、柔らかい口腔組織に当接し、下側歯列弓の一つ以上
の歯から柔らかい口腔組織を退避させるように構成され得る。上、下部フレーム要素は、
それぞれ、左右のフレーム部を含み得、上下の左フレーム部は、互いに結合されて、フレ
ームの一方の側にＶ字形のヒンジを形成し、上下の右フレーム部は、互いに結合されて、
フレームの他方の側にＶ字形のヒンジを形成する。両側のＶ字形のヒンジは、（装置の後
方に配置されて）、上、下部フレーム要素が、少なくとも部分的に、互いに向かって折り
畳まれることを可能にする。後方フレーム要素は、Ｖ字形のヒンジの間に延在して設けら
れ得る。後方フレーム要素はＶ字形またはＵ字形部分を含み得、フレームの両側の後方側
のＶ字形のヒンジが、少なくとも部分的に互いに向かって折り畳まれることを可能にし、
装置は、上下方向だけでなく、左右方向に折り畳み可能である。
【０００９】
　別の態様において、本発明は、口腔内に挿入するための選択的に折り畳み可能かつ拡張
可能なフレームを含む頬用リトラクター装置に向けられる。折り畳まれた形状は、口腔内
への挿入を容易にし、一方、拡張された形状は、口腔内に配置される間、柔らかい口腔組
織から１つ以上の歯を隔離し、拡大した作業領域を作出するために、柔らかい口腔組織に
当接し、退避させることを可能にする。フレームは、フレームが拡張された形状にあると
き、柔らかい口腔組織に当接し、上側歯列弓の一つ以上の歯から柔らかい口腔組織を退避
させるように構成された、上部フレーム要素を含み得る。同様に、下部フレーム要素は、
フレームが拡張されるとき、柔らかい口腔組織に当接し、下側歯列弓の一つ以上の歯から
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柔らかい口腔組織を退避させるように構成され得る。上、下部フレーム要素は、それぞれ
、左右のフレーム部を含み得、上下の左フレーム部は、互いに接合され、フレームの一方
の側にＶ字形のヒンジを形成し、一方、上下の右フレーム部は、互いに結合され、フレー
ムの他方の側にＶ字形のヒンジを形成する。両側のＶ字形のヒンジは、（装置の後方に配
置されて）、上、下部フレーム要素が、少なくとも部分的に、互いに向かって折り畳まれ
ることを可能にする。フレームは、口腔から離れ、および、上唇を越えて延びるように構
成される、上部フレーム要素の前方部に配置された、上唇保護部材を含み得る。下唇保護
部材は、同様に、口腔から離れ、および、下唇を越えて延びるような形態で、下部フレー
ム要素の前方部に配置され得る。唇保護部材は、上、下部のフレーム要素を、互いに外れ
止めするため、上部フレーム要素が下部フレーム要素に向かって折り畳まれるとき、選択
的に互いに係合可能であり得る。
【００１０】
　別の態様において、本発明は、口腔内に挿入するための、選択的に折り畳み可能かつ拡
張可能なフレームを含む、頬用リトラクター装置に向けられる。折り畳まれた形状は、口
腔内への挿入を容易にし、一方、拡張された形状は、口腔内に配置される間、柔らかい口
腔組織から１つ以上の歯を隔離し、拡大した作業領域を作出するために、柔らかい口腔組
織に当接し、柔らかい口腔組織を退避させることを可能にする。フレームは、フレームが
拡張形状にあるとき、柔らかい口腔組織と当接し、上側歯列弓の一つ以上の歯から柔らか
い口腔組織を退避させるように構成された上部フレーム要素を含み得る。同様に、下部フ
レーム要素は、フレームが拡張されるとき、柔らかい口腔組織に当接し、下側歯列弓の一
つ以上の歯から柔らかい口腔組織を退避させるように構成され得る。上、下部フレーム要
素は、それぞれ、左右のフレーム部を含み得、上下の左フレーム部は、互いに接合され、
フレームの一方の側にＶ字形のヒンジを形成し、上下の右フレーム部は、互いに結合され
、フレームの他方の側にＶ字形のヒンジを形成する。両側のＶ字形のヒンジは、（装置の
後方部に配置されて）、上、下部フレーム要素が、少なくとも部分的に、互いに向かって
折り畳まれることを可能にする。後方フレーム要素は、フレームの両側のＶ字形のヒンジ
間に延び得、選択的に取り外し可能な舌ガードが、舌ガードの取り付けまたは取り外しを
可能にするために、後方フレーム要素に選択的に結合可能であるように提供され得る。
【００１１】
　本発明の、これらおよび他の利益、利点、および特徴は、以下の説明および添付の特許
請求の範囲からより完全に明らかになるであろうし、また、以下に記載されるような本発
明の実施によって学習され得る。
【００１２】
　本発明の上記および他の利点および特徴をさらに明確にするために、本発明のより具体
的な説明が、添付の図面に示される、その特定の実施形態への参照によって、与えられる
であろう。これらの図面は、本発明の典型的な実施形態のみを示し、したがって、その範
囲を限定していると考えられるべきでないことが理解される。本発明は、添付の図面の使
用を通じて、さらなる特定性および詳細さで記載され、および、説明されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】例示的な頬用リトラクター装置の前方または正面図である。
【図２】図１の装置の斜視図である。
【図３】上部フレーム要素が、また、いかに折り畳まれて、下部フレーム部材と外れ止め
され得るかを示す破線で示される、図１の装置の側面図である。
【図４】図１の装置の後方または背面斜視図である。
【図５】患者の口腔内に設置された図１の装置の、前方または正面図である。
【図６】代替の例示的な頬用リトラクター装置の前方または正面図である。
【図７】図６の装置の斜視図である。
【図８】上部フレーム要素が、また、いかに折り畳まれ、下部フレーム部材と外れ止めさ
れ得るかを示す破線で示される、図６の装置の側面図である。
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【図９】図６の装置の後方または背面斜視図である。
【図１０】患者の口腔内に設置された、図６の装置の前方または正面図である。
【図１１】舌ガレージが、頬用リトラクター装置から分離されて示された、図６の装置の
斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
Ｉ．はじめに
　本発明は、一般に、柔らかい口腔組織から１つ以上の歯を隔離させ、拡大した作業領域
を作出するために有用な、頬用リトラクター装置に関する。そのような頬用リトラクター
装置は、口腔内に挿入するための、選択的に折り畳み可能かつ拡張可能なフレームを含み
得る。折り畳まれた形状は、口腔内への挿入を容易にし、拡張された形状は、口腔内に配
置される間、フレームが、柔らかい口腔組織から１つ以上の歯を隔離し、拡大した作業領
域を作出するため、柔らかい口腔組織に当接し、退避させることを可能にする。
【００１５】
　フレームは、フレームが拡張された形状にあるとき、柔らかい口腔組織に当接し、上側
歯列弓の一つ以上の歯から柔らかい口腔組織を退避させるように構成された、上部フレー
ム要素を含み得る。同様に、下部フレーム要素は、フレームが拡張されるとき、柔らかい
口腔組織に当接し、下側歯列弓の一つ以上の歯から柔らかい口腔組織を退避させるように
構成され得る。上、下部フレーム要素は、それぞれ、左右のフレーム部を含み得、上下の
左フレーム部は、互いに結合されて、フレームの一方の側にＶ字形のヒンジを形成し、上
下の右フレーム部は、互いに結合されて、フレームの他方の側にＶ字形のヒンジを形成す
る。両側のＶ字形のヒンジは、（装置の後方部に配置されて）、上、下部フレーム要素が
、少なくとも部分的に、互いに向かって折り畳まれることを可能にする。後方フレーム要
素は、Ｖ字形のヒンジの間に延在して設けられ得る。
【００１６】
ＩＩ．例示的な頬用リトラクション装置
　図１～５は、例示的な頬用リトラクション装置１００を示す。図１は、例えば、口腔内
に挿入するためのフレーム１０２を含む、頬用リトラクター装置１００を示す。フレーム
１０２は、選択的に折り畳み可能で拡張可能である。折り畳まれた形状（例えば、図３を
参照）において、装置１００は、より容易に口腔内に挿入され、一方、拡張された形状（
例えば、図５を参照）は、フレーム１０２が、開業医のために拡大された作業領域を作出
するために、柔らかい口腔組織と当接し、隣接する歯から柔らかい口腔組織を退避させる
ことを可能にする。フレーム１０２は、柔軟で、かつ弾力性であり得る。例えば、すべて
の印加力（または外れ止め機構の係合）を欠くと、フレーム１０２は、図１－４に見られ
る、拡張された形状を呈し得る。
【００１７】
　フレームは、上部フレーム要素１０４および下部フレーム要素１０６を含み得る。使用
中、上部フレーム要素１０４は、柔らかい口腔組織に当接して、患者の上側歯列弓の一つ
以上の歯から柔らかい口腔組織を退避さえ得、一方、下部フレーム要素１０６は、柔らか
い口腔組織に当接して、患者の下側歯列弓の一つ以上の歯から柔らかい口腔組織を退避さ
せ得る。上部フレーム要素１０４は、左フレーム部１０８および右フレーム部１１０を含
み得る。同様に、下部フレーム要素１０６は、左フレーム部１１２および右フレーム部１
１４を含み得る。そのような左右の参照は、装置が挿入されるべき患者に面している、開
業医の視点からなされ得るが、そのような左右の参照は、指定が幾分か任意であると解さ
れるべきであり、参照のフレームは、代わって、患者の視点からなされ得る（すなわち、
右は左となり、逆も同様）。
【００１８】
　上下の左フレーム部１０８および１１２は、それぞれ、互いに結合され得、フレーム１
０２の一方の側にＶ字形ヒンジ１１６を形成する。同様に、上下の右フレーム部１１０お
よび１１４は、それぞれ、互いに結合され得、フレーム１０２の他方の側に別のＶ字形ヒ
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ンジ１１８を形成する。Ｖ字形ヒンジ１１６および１１８は、上、下部フレーム要素１０
４および１０６が、少なくとも部分的に互いに向かって折り畳まれることを許容する。ヒ
ンジ１１６および１１８は、一般的に「Ｖ字形」として記載されるが、この用語は広義に
解釈されるべきであり、上、下左または右フレーム部（例えば、１０８、１１２または１
１０、１１４）間の、いかなる鋭角の角度関係も、Ｖ字形と考えられ得る。しかるが故に
、この用語が、本明細書で使用されるとき、Ｕ字形や他の類似の構造が、「Ｖ字形」の意
味内に包含され、用語「Ｖ字形」が、簡単化のために、使用される。
【００１９】
　一つの実施形態において、Ｖ字形ヒンジ１１６、１１８に隣接する、左右のフレーム部
の間に画定される、上部１０４、および、下部１０６のフレーム要素の後方幅１２０（例
えば、角度を有するヒンジ１１６の頂点から角度を有するヒンジ１１８の頂点までの幅）
は、上部１０４、および、下部１０６のフレーム要素の前方幅１２２よりも大きい。例え
ば、後方幅１２０は、左ヒンジ１１６の頂点から右ヒンジ１１８の頂点までで測定され得
る。前方幅１２２は、例えば、ヒンジ１１６、１１８に向けて曲がる前に、一般的に水平
であるその部分として測定され得る。装置１００の異なるサイズが、患者の顔面の解剖学
的構造（例えば、目の間の間隔によって決定され得る）に応じて設計され得るが、装置１
００の一実施形態は、約１１０～１３０ｍｍ（例えば、１１５～１２０ｍｍ）の後方幅１
２０、および、約８０～９０ｍｍ（例えば、約８５ｍｍ）の前方幅１２２を有し得る。一
実施形態において、後方幅１２０は、前方幅１２２より、約２０％～約８０％、約２５％
～約７５％、または、約３０％～約５０％（例えば、約４０％）大きくあり得る。
【００２０】
　そのような大きな後方幅１２０、または、後方に、外向きに、湾曲または広がった構造
は、多くの既存の装置の典型である、患者の口から押し出される、頬用リトラクターとし
ての傾向の提示と対照的に、装置が、患者の口の中に自分自身を進め、そこに保持される
傾向にある形状を提供する。加えて、この態様は、装置１００の挿入のし易さを向上させ
るのに役立つ。
【００２１】
　フレーム１０２は、また、Ｖ字形のヒンジ１１６、１１８間に延びる、後方フレーム要
素１２４を含み得る。後方フレーム要素１２４は、Ｖ字形またはＵ字形の部分（例えば、
要素１２４に沿って中央に配置される）を含み得、フレーム１０２の両方の後方側のＶ字
形のヒンジ１１６、１１８が、少なくとも部分的に、互いに向かって折り畳み得ることを
可能にし、頬用リトラクション装置１００は、上下方向だけでなく、左右方向にも折り畳
み可能である。そのような二方向の折畳み性は、挿入の容易性を大きく向上させ、片手で
の挿入、および、設置を容易にする。
【００２２】
　後方フレーム要素１２４は、Ｖ字形ヒンジを架橋する一対の接続部を提供する、浮動ガ
セット１２８によって、おのおのの側で、上部フレーム要素１０４および下部フレーム要
素１０６に接続され得る。例えば、右浮動ガセット１２８は、上方の右フレーム部１１０
と、１２８Ａで、および、下方の右フレーム部１１４と、１２８Ｂで、接続し得る。左浮
動ガセット１２８は、同様に接続され得る。浮動ガセット１２８は、フレーム１０２に外
向きの湾曲を提供するのに役立ち、印加される折畳み力を上下方向に向ける、追加の剛性
（例えば、それは、剛性要素であり得る）を提供し得、フレームが、下向きに折り畳まれ
ると、構造を安定化する。浮遊ガセット１２８は、また、後方フレーム要素１２４が、直
接に、ヒンジ１１６、１１８で、上、下部フレーム要素に接続されず、ヒンジから離れた
点で接続されるので、左右の力を印加するとき、より容易な左右方向の折り畳み性を促進
し得る。
【００２３】
　装置１００は、それぞれ、上および下唇保護部材１３０および１３２を含み得る。上唇
保護部材１３０は、上部フレーム要素１０４の前方部分に中心的に配置され得、唇保護部
材１３０は、患者の口腔から離れて、患者の上唇を越えて延びる。下唇保護部材１３２は
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、患者の口腔から離れて、患者の下唇を越えて延びるように、下部フレーム要素１０６に
沿って、同様に配置され得る。
【００２４】
　唇保護部材１３０および１３２は、歯科処置中、患者の唇を覆って湾曲し、患者の唇を
保護し得る。加えて、おそらく図１に最もよく見られるように、部材１３０および１３２
は、上、下部フレーム要素１０４および１０６の他の前方部分で画定される、一般的に水
平な前方のラインの上下の谷部１０５ａおよび１０５ｂを提供し得、または、作業領域を
拡大するために役立ち得る。そのような谷部は、さらに、患者の切歯の領域において、開
業医に利用可能な作業領域を拡大させ得、一方、同時に、患者の唇の中央部分を覆って保
護する。一実施形態において、唇保護部材１３０および１３２は、比較的柔軟で弾力性の
ある、装置１００の他のフレーム部分よりも堅い材料から形成され得る。上述の利点に加
えて、唇保護部材１３０および１３２は、装置が迅速に取り除かれる必要があるなら、緊
急取り除きハンドルとして役立ち得る。迅速な取り除きが必要とされない場合であっても
、唇保護部材は、装置が取り除かれるときに、容易に、かつ、すぐに、開業医によって把
持され得る、構造体１００の一部を提供し得る。
【００２５】
　さらに、おそらく図３にもっともよく見られるように、唇保護部材１３０および１３２
は、上部１０４および下部１０６のフレーム要素を一緒に外れ止めするために、上部フレ
ーム要素１０４が下部フレーム要素１０６に向かって折り畳まれるとき、互いに、選択的
に係合可能であり得る。もちろん、上部フレーム要素が下部フレーム要素１０６に向かっ
て下向きに折り畳まれるとの見地から、しばしば、本明細書中に説明されるが、一方また
は両方のフレーム要素が、そのような折り畳み時に移動し、下部フレーム要素１０６が、
同様に、上部フレーム要素１０４向かって上方に折り畳まれ得ることが理解されるであろ
う。
【００２６】
　そのような折り畳み、および、外れ止めの例は、図３に示され、装置は、折り畳み前（
実線で）、および、折り畳み後（上部フレーム要素１０４が破線で再び示される）の両方
で示される。そのような外れ止め機構は、患者の口に挿入する前の閉じた、折り畳まれた
位置に、フレーム１０２を錠止するために使用され得る。装置が、上下方向に折りたたま
れた形状で外れ止めされる結果として、開業医は、この折り畳まれた形状に装置を保持す
ることを必要とされず（それは、解放されるまで維持され得る）、開業医が、挿入中、左
右方向に折り畳まれた形状にも、装置をより簡単に保持することを可能にする。頬用リト
ラクター装置１００は、患者の口に挿入されると、外れ止め機構が解放され得、患者の口
腔内で拡張される。例えば、上部１０４および下部１０６のフレーム要素が、一緒に外れ
止めされると、開業医は、片手を用い得、同時に左右の仕方で、装置を押しつぶし、その
ような挿入が所望されるなら、挿入は、片手で容易になされ得る。もちろん、両手での挿
入が、また、可能である。上部および下部フレーム要素１０４および１０６を外れ止めす
るための異なるメカニズム（例えば、どの唇保護部材からも分離した外れ止め構造）は、
代替的に、または、追加的に、設けられ得る。そのような追加の外れ止め構造は、また、
同様に、装置１００のいかなる左右の連結をも外れ止めするために提供され得る。
【００２７】
　装置１００は、また、選択的に取り外し可能であり得る、舌ガード１３４を含み得る。
例えば、これは、装置１００が、患者の口腔内に設置されている間でさえも、後方要素１
２４から、舌ガード１３４の取り付けまたは取り外しを可能にし得る。装置１００が、患
者の口腔内に設置されている間、舌ガード１３４は取り外され得るが、それは、また、挿
入に先立って、挿入または取り除きの後、または、処置の任意の時点で、取り外され得る
。舌ガード１３４は、任意の好適なメカニズム（例えば、摩擦嵌合、圧入、キーカップリ
ングなど）を介して、後方フレーム要素１３４に結合可能であり得る。例えば、舌ガード
と後方フレーム要素１２４との間で分配される、突起部と突起受けは、舌ガード１３４が
、着座させられると、「クリック」して嵌まることを可能にし得る。
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【００２８】
　舌ガード１３４は、患者の咽頭反射（すなわち、絞扼反射）の活性化を防止するのに役
立ち得る。感受性、または、「強い」咽頭反射を備える一部の患者において、装置１００
から舌ガード１３４を取り外すことが望ましくあり得る。取り外し可能な舌ガード１３４
は、患者のニーズや好みに応じて、装置１００が、舌ガード１３４を備えて、または、備
えないで使用されることを可能にする。一実施形態において、呼吸は、舌ガード１３４を
介して提供され得る（例えば、それは、穿孔、または、そこを通して形成された孔を含み
得る）。舌ガード１３４は、装置１００の他の部分と同じまたは異なる材料から形成され
得る。例えば、特に、柔軟性で、柔らかい、適応性のある材料（例えば、シリコーンまた
は熱可塑性エラストマー）が好まれ得る。舌ガード１３４は、部分的または実質的に完全
に、舌の先端のような、舌の少なくとも一部分を、被包または包囲し得る。舌ガード１３
４は、フレーム要素１２４が変形させられると（例えば、患者が、処置中、舌を移動させ
る多少の能力を可能にするために）、舌ガード１３４が左右に若干移動することを可能に
するワイヤフレームを含み得る、後方フレーム要素１２４に、有利には、支持され得る。
加えて、記載されたように、浮動ガセット１２８の存在は、舌ガード１３４とＶ字形また
はＵ字型の後方フレーム要素１２４の部分１２６を、装置１００が折り畳まれると前方に
、装置１００が拡張されると後方に、押すことをもたらし得る。
【００２９】
　装置１００はまた、口腔の特定の領域に付加的なクッション性を提供するように位置決
めされた、フレーム１０２上の１つ以上のバンパー、または、拡大部分を含み得る。例え
ば、上部および下部フレーム要素のそれぞれに、一対の前方バンパー１３８が設けられ得
る。加えて、左右の後方バンパー１４０が、Ｖ字形のヒンジ１１６および１１８に隣接し
て、フレーム１０２上に設けられ得る。バンパー１３８および１４０は、フレーム１０２
の隣接する部分と比較して、フレーム１０２の拡大された部分を含み得、これらの領域内
の柔らかい組織と接触する表面積を増大させ、バンパー１３８、１４０が柔らかい口腔組
織に当接するとき、増加された快適さを提供する。バンパーは、また、開業医による口腔
への改良されたアクセスを提供し得、隣接の柔らかい組織をより良く抑える。
【００３０】
　例えば、前方バンパー１３８は、上部フレーム要素１０４がＶ字形のヒンジ１１６およ
び１１８と接続するために、後方に屈曲する、上方の左右フレーム部の部分またはその近
くに配置され得る。下部フレーム要素の前方バンパー１３８は、同様に、配置され得、上
下の前方バンパーは、患者の口の端に隣接する、前方の頬の柔らかい組織を保護するのに
役立つ。後方バンパー１４０は、同様に、患者の口の奥に向かい、顎に隣接して、後方の
頬の柔らかい組織を保護するのに役立つ。
【００３１】
　例えば、多くの既存のリトラクション装置は、患者の口の角を、不快に「つかむ」傾向
にある。バンパー１３８は、いかなるそのような傾向をも低減または消去するのを助け、
利用可能な代替品と比較して、装置の快適性を大いに高める。
【００３２】
　図６～図１１は、装置１００に類似した、別の例示的な頬用リトラクション装置２００
を示す。装置２００は、同様に、選択的に折り畳み可能かつ拡張可能なフレーム２０２を
含む。フレーム２０２は、頬および／または唇と当接し得、上側歯列弓の歯から頬および
／または唇を退避させる、上部フレーム要素２０４と、下側歯列弓の歯から頬および／ま
たは唇を退避させる、下部フレーム要素２０６を含み得る。上部フレーム要素２０４は、
左フレーム部２０８および右フレーム部２１０を含み得る。同様に、下部フレーム要素２
０６は、左フレーム部２１２および右フレーム部２１４を含み得る。フレーム部２０８お
よび２１２は、互いに結合されて、Ｖ字形のヒンジ２１６を形成し得、右フレーム部２１
０および２１４は、互いに結合されて、フレーム２０２の反対側で、別のＶ字形のヒンジ
２１８を形成し得る。
【００３３】
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　装置１００と同様、Ｖ字形ヒンジ２１６、２１８に隣接した、右および左のフレーム部
の間に画定される、上部２０４および下部２０６のフレーム要素の後方幅２２０（例えば
、角度を有するヒンジ２１６の頂点から角度を有するヒンジ２１８の頂点までの幅）は、
上部２０４および下部２０６のフレーム要素の前方幅２２２よりも大きい。また、装置１
００と同様に、フレーム２０２は、また、Ｖ字形のヒンジ２１６、２１８間に延びる、後
方フレーム要素２２４を含み得る。後方フレーム要素２２４は、装置２００の左右方向の
折り畳みを容易にするために、Ｖ字形またはＵ字形部２２６（例えば、要素２２４に沿っ
て中央に配置される）を含み得る。示されるように、要素２２４のクロスメンバー部２２
７は、ＶまたはＵ字部２２６の端部間に延び得る（例えば、部材２２４に三角形状部分を
提供する）。Ｖ字形またはＵ字形部２２６およびクロスメンバー部２２７は、舌の少なく
とも一部を拘束し、隔離するのを助けるために、舌ガードとして機能し得る。
【００３４】
　浮動ガセット１２８の代わりに、装置２００の後方フレーム要素２２４は、それぞれ、
ヒンジ２１６、２１８の位置で、上、下部フレーム要素２０４および２０６に直接接続さ
れ得る。
【００３５】
　図示された上下の唇保護部材２３０および２３２は、また、装置１００で示されたもの
よりも多少異なる。両部材２３０，２３２は、それぞれ、中空部２３０ａ、２３２ａを含
み得る。上唇保護部材２３０は、部分２３０ａに隣接するクロス部材２３１を含み得、下
唇保護部材２３２の対応する外れ止め部材２３３との外れ止めに役立ち得る。装置１００
と同様に、唇保護部材２３０および２３２は、唇上に湾曲し得、歯科処置中、患者の唇を
保護し、患者の口の外に延びる。口の外側へのそれらの延伸のため、それらは、装置を取
り除くか配置するとき、把持され得る便利なハンドルを提供する。図８は、外れ止め部材
２３３と外れ止めされるクロス部材２３１を備えた、互いに選択的に係合される唇保護部
材２３０および２３２を示す。例えば、クロス部材２３１は、クロス部材２３１を保持し
、したがって、下部フレーム要素２０６に外れ止めされた上部フレーム要素２０４を保持
する、外れ止め部材２３３の下に、スナップまたは圧縮フィットし得る。舌ガード２３４
は、より明確に他の構造を示すために、図８に示されない。図８に見られるように、装置
の側面図は、上部および下部フレーム要素によって画定される、略Ｌ字状であり得る。
【００３６】
　装置２００は、装置１００の舌ガードとは異なる形状の舌ガード２３４を含む。舌ガー
ド２３４は、図１１に示されるように、選択的に、取り外し可能であり得る（例えば、ス
ナップフィット、圧縮フィット、または、同様なものを介して）。例えば、舌ガード２３
４の上面は、湾曲部２２６に対応する、凹部２３６を含み得、湾曲部２２６を凹部２３６
にスナップ嵌めすることを可能にし、フレーム２０２に舌ガード２３４を取り付ける。舌
ガード２３４は、さらに、前端で閉じられ、後端で開放され得る、シースとして構成され
、舌は、その中に導入され得る。しかるが故に、構造２３４は、舌が、口腔内の所望の領
域への開業医のアクセスを妨害しないことを確実にするために、舌が導入され得るガレー
ジとして役立ち得、また、舌がガード２３４によって包まれるため、舌を保護する。
【００３７】
　患者の舌がガード２３４内に受け入れられたとき、自然に加えられる力は、装置２００
を前方に押し（例えば、１～４ｍｍ）、口腔内での装置２００の更なる拡張を引き起こし
、歯列弓の周りの一層より大きなクリアランス（すなわち、舌（舌ガード２３４）と舌歯
列弓表面の間だけでなく、歯列弓と頬および／または唇の間）を作出する。定位置にある
装置で、歯列弓と頬および／または唇の柔らかい組織との間に設けられた、クリアランス
は、所定の患者の特定の解剖学的構造に依存し得るが、典型的には、２ｃｍの程度、例え
ば、少なくとも約４ｍｍ、少なくとも約８ｍｍ、少なくとも約１２ｍｍなどであり得る。
図１０は、４ｍｍから約２ｃｍまでの下側歯列弓の全頬側の周りの典型的なクリアランス
（Ｃ）を示し、また、舌ガード２３４と歯列弓との間の、下側歯列弓の舌側での良いクリ
アランスを示す。見られるように、装置は、歯列弓から離れて唇と頬の両方を退避させる
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ことができ、周囲に優れたクリアランスを提供する。当然のことながら、本発明による装
置のいずれも、舌ガードなしで採用され得る。
【００３８】
　設置されると、装置は、同時に、唇や頬を押し出し、歯列弓から離れてこれらの柔らか
い組織を退避させる。その形状において、特に、ガード２３４のような舌ガードと共に採
用される場合、装置は、患者の顎に実際に静止することなく、口の中に「浮かぶ」。その
「浮動」形状のために、舌によって加えられる力は、全体的に前方へ（例えば１～４ｍｍ
）装置を移動させ、頬と唇の幾分かのさらなる退避を作出する。
【００３９】
　説明されたリトラクション装置は、歯列弓の後方領域に隣接して特に改善された退避を
提供し、臼歯の周りのこれらの領域への開業医へのアクセスを遮断または阻害することな
く、後部臼歯を含む、歯列弓の周りでの優れたクリアランスを提供する。
【００４０】
　装置１００と同様に、フレーム２０２上に、一つ以上のバンパー２３８または拡大され
た部分が、設けられ得る。一実施形態において、そのようなバンパー２３８は、隣接する
フレーム２０２とは異なる材料を含み得、例えば、フレーム２０２に対してオーバーモー
ルドされた、より柔らかい、可撓性の、および／または、エラストマーの材料を含む。例
えば、バンパー２３８は、０から約５０、０～約２５、または、約１５のデュロメータを
有し得る。舌ガード２３４は、同様に、フレーム２０２とは異なる材料で形成され得、バ
ンパー２３８より硬い、デュロメータ特性を有し得る。例えば、舌ガード２３４は、約５
０～約１００、約５０～約９０、または、約６０～約８０のデュロメータ硬さを有し得る
。舌ガードは、可撓性および／またはエラストマーの材料を含み得る。
【００４１】
　装置がインストールされた状態で、両方の装置１００および２００は、有利には、患者
の口の完全な閉鎖を可能にし得る。これは、顎の完全閉鎖ができない、多くの既存の頬用
リトラクター装置よりも際立った利点である。顎の閉鎖が可能であるため、開業医は、装
置を取り除く必要なく、咬合チェックを実行し得る。図１０に示されるように、開業医が
アクセスしたい歯の周りに大きなクリアランス領域（Ｃ）を提供するために、装置１００
および２００は、唇と頬の両方の優れた変位または退避を提供する。そのようなクリアラ
ンスは、歯科用ドリルの導入のために、または、口腔スキャナを使用するために、例えば
、口内における、歯および／または口腔構造をスキャンするために（例えば、デジタルク
ラウン製造のため）優れた結果を提供する。リトラクション装置の別の有利な用途は、イ
ンオフィスでの歯の漂白のためのものであり得る。装置が、歯列弓の周りに（すなわち、
歯列弓と、隣接する柔らかい組織の頬および唇の間に）、そのような優れたクリアランス
を提供するので、さもなければ、柔らかい組織を刺激し、焦熱感を与え得る、刺激性の歯
の漂白組成物とそのような柔らかい組織の接触のより少ないリスクが存在する。
【００４２】
　顎の完全な閉鎖を可能にすることに加えて、本発明による装置は、典型的な患者の第一
および第二臼歯への開業医へのアクセスを遮断または妨害しないように構成され得る。こ
れは、いくつかのリトラクション装置が、後方の歯、特に、後方臼歯への良好なアクセス
を提供しないので、有利である。例えば、フレーム部材（例えば、２０８、２１０、２１
２、２１４、２２４）は、頬側に、そして一般に歯列弓に平行に、延びる傾向があり得、
そして、次に、後方臼歯の背後で、歯列弓の周りを包み込む。加えて、上述したように、
バンパー（例えば、１３８、２３８）を含むことは、有利には、装置が患者の口の角を不
快に「つかむ」、いかなる傾向をも減少させ、増大した快適さを提供する。
【００４３】
　一実施形態によれば、実施形態のいずれかのフレームも、有利には、周囲温度（例えば
、約２０℃）と体温（例えば、３７℃）の間で、マルテンサイト変態温度を示す、形状記
憶ニッケル－チタン合金から形成され得る。そのような形状記憶合金は、装置が、挿入前
および挿入中、周囲温度で、高度に変形可能であり、体温に温まると剛直となることを可
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まった後に優れた退避を提供するので、実際には有利であろう。他の実施形態において、
フレームは、任意の好適なプラスチック（例えば、ポリマー）、金属、または他の好適な
材料で作られ得る。一回の使用後に使い捨てできるように、安価なプラスチックモデルは
、単回使用を意図され得る。フレームのための柔軟なプラスチック材料は、優れた結果を
提供し得る。装置の再使用を可能にするため、形状記憶ニッケル－チタン合金から形成さ
れたもののような、他のモデルは、使用後に、オートクレーブ処理されるか、又は他の方
法で消毒され得る。いずれの場合においても、材料は、互いに向かう上部および下部フレ
ーム要素の折り曲げまたは折り畳みも、互いに向かう左右両側の折り曲げまたは折り畳み
も可能とするように、十分に柔軟であり、解放されたとき、フレームは、拡張形状に跳ね
返り得る。
【００４４】
　フレームが形状記憶ニッケル－チタン合金から形成されている装置は、さらに外部コー
ティング（例えば、シリコーン、任意の好適なオーバーモールドプラスチック、または、
他のＮｉ－Ｔｉ系フレームの被覆、さもなければ、被包）を含み得、ニッケル－チタン合
金の温度で引き起こされる相変態を遅らせる（例えば、断熱する）。そのようなコーティ
ングは、挿入後のフレームの加熱速度を制御し得、退避が、緩やかで、快適で、穏やかな
ペースで生じることを可能にする。
【００４５】
　本明細書および添付の特許請求の範囲において用いられるように、単数形（「ａ」、「
ａｎ」、「ｔｈｅ」）は、文脈が、明らかに異なって規定していないかぎり、複数の参照
を含む。
【００４６】
　本発明は、その精神または本質的な特徴から逸脱することなく、他の特定の形態で実施
され得る。記載された実施形態は、あらゆる点で、例示であって制限的ではないと考慮さ
れるべきである。本発明の範囲は、したがって、前述の説明によってではなく、添付の特
許請求の範囲によって示される。特許請求の範囲の意味および等価の範囲内に入るすべて
の変更は、その範囲内に包含されるべきである。
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